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第１７０３回例会 2021.7.21 wed

長泉ロータリークラブ 会長あいさつ
会長 西原 重夫 SHIGEO  NISHIHARA

出席報告（7月２１日 wed）

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

２５名 ２４名 １９名 ７９．１７％

幹事報告 幹事 杉山 弘年 (代理 前島 大一)

① ＲＩから
② ２６２０地区
（ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所）から
＊ 熱海災害支援金、集金させていただきます。
（封筒再回覧）
＊ 熱海豪雨災害支援金（中間報告）7/14現在 （回覧）
日本国内18地区、地区内18RC、米山学友会募金の
合計２３，４３９，１９１円

＊ 国際ロータリー第2820地区、
ロータリー奉仕デーのお知らせ。（回覧）

③ 第２グループ（ガバナー、ガバナー補佐 他）から
④ 他クラブから
＊ 沼津北RC・沼津西RCより、週報が届いています。
（回覧）
＊ 沼津北RC・御殿場RC・富士宮RCより、
事業計画書が届いています。（回覧）

＊ せせらぎ三島RCより、ロータリー奉仕デー計画の件
（川瀬会員より）（回覧）
⑤ 長泉ＲＣ関係
＊ 週報（1702号） （配布）
＊ 8/18 前年度役員慰労例会の出欠と食事
（鰻・天丼）について。（回覧）
12：30～ 例会として

⑥ 外部組織から
⑦ 米山記念奨学会から
＊ ハイライトよねやま（Vol．255）と
開放が届いています。（回覧）

【新入会員】
レストラン＆ワイン Ｎｉｎｏｅ（ニノエ）
代表 橋本 光央（ハシモト ミツオ）君
1970年3月16日生（51歳）

【川瀬会員より】
せせらぎ三島RCより
ロータリー奉仕デーのお誘い

皆さん今日は本当に暑いですね‼️暑い
中いよいよオリンピック開幕となりま
した。開幕式も今までとは違う簡素な
式のようです。これから始まる各競技
の会場もほとんどが無観客試合のオリ
ンピックそしてパラリンピックになる
様です。本来のオリンピック、パラリ
ンピックの国と国との友好それぞれの
国の選手同士の絆それから生まれてく
る世界的平和と発展が本来あるべきオリンピック、パラ
リンピックの意義かと思います。コロナ禍の中世界の平
和と発展を基本とした意味有る大会には出来ずに開催に
至ってしまった感があり多数の皆さんの不満と無関心な
大会になってしまうのではと、懸念されています。やは
りオリンピック、パラリンピックの本来の意義を最優先
して、各国同志が友好と絆を達成する為にコロナ禍でも
第一優先に開催国で有る日本を中心に今回のオリンピッ
クそしてパラリンピックのあるべき姿を世界の国の協力
の元での大会が始まればもっと盛り上がりのある大会に
成ったのでは、と勝手に私なりに思っております。コロ
ナ禍で世界中の生活様式が変わりました。オリンピッ
ク、パラリンピックも開催の仕方も変える時だと思いま
す。今回の東京大会を教訓にして次の大会が今から世界
の国々の協力を戴きながら本来有るべき平和と発展を基
に沢山の方が参加できる有意義なオリンピック、パラリ
ンピックが開催される事を願っております。
今期のテーマで有ります「奉仕デー」の件ですが今日の
例会卓話にて国際奉仕委員長、加藤君よりグローバル補
助金を使った事業も含め話しがあります。活発なご意見
を抱きながら活動して行きたいと思います。又他クラブ
さん富士宮西RC様、三島せせらぎRC様、裾野RC様より参
加のご依頼が来ております。お互いロータリークラブ同
志奉仕デーを元に今後も活発な友好活動をして行きま
しょう。今期のRLI、ロータリー・リーダーシップ研究会
が始まります研修を受けて頂くメンバーのお願いをした
いと思います。受講宜しくお願い致します。
これを持ちまして本日の会長挨拶とさせて頂きます。

加藤 精一
本日は国際法市委員会の卓話です。今年度もこれまで
の経過をご理解いただけましたら幸いです。

川瀬 一隆
先週お休みをいただききすみませんでした。



１７０３回 ７月２１日 wed
例会スナップショット📸

ポストコロナの時代はアフリカの時代と言われています。
これまでBRIC`S（ブラジル、ロシア、インド、中国）や ア
ジア諸国の発展を目の当たりにしてきましたが、コロナ渦を
へて大きく潮目が変化したといわれています。 2030年の世
界ではインドの成長ピークは過ぎて、急速に発展が予測され
ているのがアフリカ諸国。
理由は １広い大陸

２快適な気候
３経済の急成長（リープフロッグ）
４若年層の人口分布が多い
５豊富な地下資源

さて、ロータリーの現状として ロータリアン数の増加を
着目した場合、ロータリアンの多い国は順に 米国 イン
ド 日本 韓国 ドイツ となっているが…
一方で増加傾向にあるのは・・・
インド ブラジル そしてアフリカ諸国であります。 アフ
リカ支援委員長トーマス・ブ ラナム元ＲＩ理事 は 「アフ
リカのロータリアンは、アメリカやヨーロッパよりも平均年
齢が若い です。クラブは有意義で活気に満ちてい て、ロー
タリアンになることは名誉で重要なことだと考えられていま
す」 と述べ、質の高いロータリアンがクラブに在籍している
ことを示しています。

ここで 国際ロータリーの活動分野を再度確認してみましょ
う。
平和の推進／疾病との闘い／水と衛生／母子の健康／教育の
支援／地域経済の支援／環境の保全

これらはいずれも大切な活動分野ではありますが、現地
のニーズと我々のクラブで支援可能なボリュームを考え
た場合、『水と衛生』が取り掛かりやすいのではないか
と考えられます。

昨年度、ギニア元大使である、オスマン・サンコン氏
からギニアの状況を伺うことができました、また国際
ロータリーの検索サイトから1985年設立のコナクリロー
タリークラブが目に留まり、これまでの多数の国際奉仕
活動を行っている実績を知ることができました。 会員
のアルネド・ホウエト（眼科医; コナクリ・ロータ
リー・クラブの元会長）氏にメールを送り、長泉ロータ
リーが新しいプロジェクトの立ち上げを希望している旨
を伝えたところ、今後の展開にたいしてポジティブな回
答を得ることとなりました。

現在、国際奉仕委員会は西原会長の指示もと、杉森プ
ロジェクト委員長とともに以下のようなスケジュールで
プロジェクトの立ち上げを行っている最中です。
第1次（今期として）
実施内容（消毒液の送付）、ZOOMでの贈呈式
第2次（長期として）
実施内容（井戸掘削）、グローバル補助金の申請

今後とも、会員皆様のご支援と、ご理解を賜りまして、
是非プロジェクトの実現を試みたいと存じます。

卓話『奉仕プロジェクトの経過報告』
国際奉仕委員会 委員長 加藤精一

おたまちゃん食堂のゴチャマゼ学校
2021.8.28 15:00開催
会場：長泉町文化センター ベルフォーレ


